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市 民 功 労

功労の事績
　行田ゆく年くる年実行委員会は、中心商店街、地域のコ
ミュニティの活性化を深めるために、商店会有志と地元自
治会とが協力し、平成４年に設立され、同年12月31日に
「第１回行田ゆく年くる年」を忍城址において開催しまし
た。
　忍城址を舞台として繰り広げられるこの祭りでは、さま
ざまなイベントが企画され、毎年、市民を中心に多くの
人々が訪れ、年々盛大となり、本市を代表する祭りの一つ
となっています。近年では、県内のカウントダウンイベン
トとして観光関連のホームページや旅行イベント関連の雑
誌を中心に取り上げられる機会も増え、本市の観光振興に
対しても多大な役割を果たしています。同実行委員会の活
躍により、継続的な活動が行われ、現在では本市の年末の
恒例行事として多くの市民に親しまれています。
　祭りの実施にあたっては、地域のコミュニティ活動のひ
とつとして、郷土愛と連帯感をはぐくみ、併せて、忍城の
城下町である行田のＰＲが図られ、本市の産業発展と地域
の活性化に対して非常に大きな役割を果たしており、多く
の成果を生んでいます。
　実行委員長以下スタッフ全員が一丸となって、この祭り
を継続して開催・運営している同実行委員会の功績は誠に
顕著で多大なものがあり、長年にわたる同実行委員会の活
動は他の模範となっています。

産業功労表彰 行田ゆく年くる年
　 実行委員会

功労の事績
　氏は、昭和58年に行田市議会議員
に初当選し、以来５期20年間の永
きにわたり市議会議員として地方自
治の振興発展に努めるとともに、市
民の声を市政に反映することに全力
を傾注しました。市議会議員在職中
は、監査委員、民生常任委員会委員
長、決算審査特別委員会副委員長、議会運営委員会副委員
長などの要職を歴任し、卓越した識見と誠実な人格をもっ
て、適切かつ円滑な議会運営に尽力するとともに、常に活
発な議会活動に努め、市民福祉の向上に寄与しました。
　議会活動外においても、日赤埼玉県支部行田地区運営協
議会委員、社会福祉協議会評議員、社会福祉協議会理事、
障害者計画策定委員会委員、高齢者保健福祉計画及び介護
保険事業計画策定委員会委員、市営住宅委員会委員として
市民生活に密着した住民福祉の向上を推進し、市民生活に
大きく貢献されました。
　また、公害問題協議会委員、資源リサイクル推進協議会
委員として公害対策やごみの減量化を通じて環境行政の充
実に努めるとともに、彩北広域清掃組合議会議員としてご
み処理の広域化の推進や可燃物焼却施設の適正な管理運営
にあたりました。さらに、氏は、融資審査委員、大学誘致
推進委員会委員、総合振興計画基本構想審査特別委員会副
委員長などの要職を歴任するなど、地方自治の発展に貢献
した功績は誠に多大なものがあります。
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